
子どもの健康と環境に関する全国調査
（愛称：エコチル調査）

◆概 要 胎児期から小児期にかけての化学物質曝露をはじめとする環境要因が子どもの健康

に与える影響を明らかにすることを目的として行う疫学調査（出生コーホート調査）

◆調査対象 全国10万組の母子及び父親（調査対象地域の50%以上の妊婦をリクルート）
◆調査期間 2010年度～2032年度（合計22年間：リクルート３年、出生後追跡１３年、解析５年）
◆総予算額 約880億円 （2010年度：30億円）

環境省
コアセンター

（国立環境研究所）

メディカルサポートセンター
(国立成育医療研究センター)

ユニットセンター
（全国１５カ所、公募で選定）

連携

連携

●調査全体の
企画立案

●予算の確保

●調査の実施機関
●データシステムの運営、
試料の保存分析、 精度管理
●ユニットセンター管理、支援

●アウトカムの測定に関する
プロトコール作成支援

●医療関係者への指導及び支援

●大学の環境保健教室等を中心に、
産婦人科、小児科等の協力を得て構成

●調査参加者のリクルートと追跡
●生体試料の採取、質問票調査の実施
●参加者とのコミュニケーション

協力医療機関

関係地方公共団体

厚生労働省
文部科学省 ●地域の医療機関（大学病院、一般病院、

診療所等）がリクルートや生体試料の
採取に協力

・質問票調査（半年ごと） 
・面接調査（数年ごと） 
・環境試料の採取 

・出生児の健康状態を確認 
・臍帯血の採取 
・父親血液の採取 

妊婦健診時 

出産時 

1ヶ月時 

6ヶ月から 
13歳になるまで 

 子どもの成長発達に影響を与える環境要因を解明 

分析結果 

・インフォームドコンセント 
・質問票調査 
・妊婦血液、尿の採取 
・環境試料の採取 

・母乳、毛髪の採取 

化学物質等の測定 

統計学的解析 

長期保存 
（バンキング） 

Japan Environment & Children's Study 

国家的長期大規模調査（１０万人規模） 
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緊急対応 （例：放射性物質汚染廃棄物処理処分の科学技術的根拠と指針策定） 



災害環境研究の俯瞰 
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環境分野の研究開発はさまざまな要素と手法が複合している 

社会的課題の分析、 
モデル化、設計 
応用研究、技術開発 

環境実態の調査、 
観測 
基準化 

現象の科学的解明 
新発見と発明 
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